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令和 2 年 11 月 19 日 
高 岡 市 民 病 院 
総 務 課 

 

令和２年度の経営改善に向けた取り組み状況について 

 

１ 令和２年９月までの収支状況 

                                                              （単位：百万円、％） 

 ①R2.9 月まで ②R 元.9 月まで 比較増減（①－②） 対前年度比 

経常収益（A） 4,079 4,573 ▲494 ▲10.8 

 うち医業収益(a) 3,422 3,961 ▲539 ▲13.6 

経常費用（B） 3,579 3,742 ▲163 ▲4.4 

 うち医業費用(b) 3,498 3,652 ▲154 ▲4.2 

経常収支(A-B) 500 831 ▲331 ▲39.8 

医業収支（a-b） ▲76 309 ▲385 ▲124.6 

 

   

２ 収益増に向けた取り組み 

① 実入院患者数の確保 

【参考】実入院患者数の推移 

 

*目標値 

 

 

高岡市民病院連携医療機関との密接な連携 ＋ 逆紹介の推進 

      ⇒新たな患者を紹介する好循環を形成、実入院患者数の増加へつなげる。 

 

上期では、新型コロナウイルス感染症の拡大に伴い、開業医での受診控え等もあり、前年度に

比べ、紹介患者数が減少した。下期では、前年度実績ベースを目標に引き続き院内における紹

介・逆紹介の取り組みを強化する。 

 

・「逆紹介率 100％超えを目標」 

「複数の開業医（診療科）に逆紹介することで逆紹介患者を増加⇒開業医からの紹介患者の増

加」という意識付けを徹底する。 

 

・紹介患者の確保のため、本院では特長ある診療を記載したパンフレットを作成、８月には病院

長が医療機関を訪問。産婦人科など本院が強みとしている診療科の PR を継続していく。 

       

② 診療単価の底上げ 

９月までの入院診療単価平均 51,870 円 （R 元年度の同時期平均  51,041 円） 

       外来診療単価平均 12,043 円 （      〃         10,872 円） 

     重症患者の確保、紹介患者の増加（再掲） ⇒ 単価の底上げへ      

 

②-ア ダヴィンチ手術による患者の確保（他院との差別化） 

内視鏡手術支援ロボット（ダヴィンチ）を導入、昨年 12 月の初例から R2 年 10 月末現在で泌尿

器科では 24 件、産婦人科では 16 件を実施。（R2.4 月からは泌尿器科 17 件、産婦人科 8 件） 

今後も、紹介患者の増加に努め、前立腺がん患者へのダヴィンチ手術件数の増加を目指して

 上期 下期 合計 

R２ 3,146 3,825* 6,971* 

R 元 3,846 3,825 7,671 
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いくほか、内視鏡学会技術認定医が４名在籍している産婦人科においては、将来のダヴィンチに

よるがん手術を視野に入れ、他院との差別化を図り、高岡医療圏のみならず、県内からの集患も

目指す。 

 

②-イ 放射線治療 

【参考】放射線治療（リニアック）新規患者数  

 4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 合計 

R２ 16 9 5 10 11 7 48 

R 元 6 15 7 15 11 9 63 

   R2 年度上期までで前年同期比 15 人減。 

下期もリニアックを置いていない病院からの患者確保などに注力し、前年度実績を超えるよう目

指す。 

 ※H31.1 月～R 元.12 月：143 人 

 

②-ウ 外来化学療法 

【参考】外来化学療法件数 

  4 月 5 月 6 月 7 月 8 月 9 月 合計 

R２ 165 135 157 152 134 140 883 

R 元 144 152 150 149 134 124 853 

  収益性の高い外来化学療法の件数は前年上期比で 50 件増加。下期についても前年下期

の件数（件）超えを目標に、収益の確保に向け、開業医からの患者受け入れに注力し、件数増

加を目指す。 

 

 

 

３ 費用減に向けた取り組み 

   

     

    ア 診療材料費に係る価格交渉の対象診療科の拡大 

      H30 年度から内科（循環器科）、R 元年度整形外科で実施してきた価格交渉を R2 年度につ

いては消化器内科にも拡大している。コスト削減に向け交渉を強化する。 

 

    イ 光熱水費・燃料費の削減 

      冷温水発生器の１次ポンプと冷却水ポンプの消費電力を削減するシステムの導入により、電

気料の削減につなげている。今後も冬季の院内設定温度の見直しに努め、燃料費等の削減を

図る。昨年下期を下回る費用額を目指していく。 

 

    ウ 必要度・緊急度を勘案した修繕の予算執行 

      修繕計画に基づく必要度・緊急度等を勘案した修繕を実施 

 


